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V216b 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozen実機の開発 － 要素試験と詳細
設計
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Tomo-e Gozenは 20平方度の空を覆う計 84台のCMOSセンサを搭載した広視野高速カメラである.2015年 11
月にセンサを 8台搭載したTomo-e試験機が完成し,木曽シュミット望遠鏡にて広視野高速観測の試験が実施され
た.この観測により,Tomo-e実機が目標とする性能を達成する見通しが得られたと同時に,その実現に向けての技
術的課題が明確となった. これを受け,我々は各課題に関する要素技術の見直しと改良を実施した. 転送エラーが
発生したデータ通信系はアナログ通信から光通信に改修を行った.センサが 84台に増加することによる筐体内の
温度上昇に関しては, 熱試験機を新たに製作して,高い自然空冷効率を実現する筐体構造を実験的に導出すること
で対応した.また,筐体の厚みを試験機の約半分に縮小し, かつ一体加工することで重量の削減と放熱効率の向上
を実現した. Tomo-e実機は開発・運用のリスク分散と望遠鏡への搭載の簡易化を考慮して,同じ設計からなる 4
機のカメラに分割する.これら 4機のカメラを高精度かつ容易に焦点部へ設置するため,シリンダ形の固定部を採
用した. 本講演では各要素試験を通して決定された Tomo-e実機の詳細設計と組み上げ試験の進捗も紹介する.


